
水上勉原作演劇公演越 前竹 人 形

山深い小さな部落に住む一徹で純朴

な竹細工師喜助(山本亘)に請われ、母

に似た美しい女性玉枝( 有馬稲子) が

嫁入りします。はた目には幸せそのも

のの２人でしたが、玉枝には言いしれ

ぬ淋しさがありました。玉枝に母の面

影を見ている喜助は、彼女に母性のみ

を求めていたのでした。

人間の業の世界を表現した哀れにも美しい舞台で、水上戯曲の代

表作です。

10 月２４日窗午後６時開演 会場森のホール21 大ホール 出演有馬

稲子、山本亘、犬塚弘ほか　費用全席指定3,０００円　チケット予約森

のホール2 1 チケットセンターO384-5050 番(午前10 時～午後４

時・月曜休館)､チケットセソン≪03-3250-9922 番( 残席わずか)

講演劇場のそとで
劇団文化座代表、女優佐々木愛氏による講演。佐々木氏は昭和58

年、｢越後つついし親不知｣( 水上勉原作) の演技で紀伊国屋演劇賞個

人賞を受賞しています。

水上勉原作映画越後つついし親不知

山奥の寒村に嫁入ったおしん( 佐久間良子) と夫留吉の悲劇。

おしんは、意に反して夫の杜氏( とうじ) 仲 間の子を身ごもってし

まいますが、留吉は知らずに妻の腹を撫でさすってわが子の誕生を

心待ちにします。罪の意識にさいなまれたおし んは夫の手を払いの

けようとしますが…。　　　　　　　　　　　　　　 〔昭和39 年製作〕

(講演・映画とも) １１月IEﾖ 吠)午後１時～午後５時 会場市民劇場

定員３００人( 抽 選)　 費用無料

圃10 月１５日㈲〔必着〕までに、往復ハガキに住所･ 氏 名・電話番号を

記入して、〒２７１松戸市松戸２０６０松戸市立図書館へ( ハガキ1 枚で

２人まで記入可・１６歳以上に限ります)

資料コーナー　水上勉人と作品

図書館所蔵の水上作品を一堂に集めての展示や、新聞などに掲

載された記事を通して、水上勉氏を紹介します。また、作品の舞

台となった地域を紹介し、足跡をたどります。

10 月２６日(日)～月 月２日(日)午前9 時30 分～午後5 時 会場図書館

本館５階学習室　費用無料

※本館５階学習室は、｢資料特別展示コーナー｣ の準備および開催の

ため、10 月２３日㈲～11 月２日(日)まで臨時休室となります。

水上勉( みずかみつとむ)

大正8年3月8日、福井県で宮大工を父とす

る次男に生まれる。戦後まもなく宇野浩二

に師事し、昭和23年に［フライパンの歌］

を処女出版してベストセラーに。

昭和32年9月から昭和34年iO月までの2年

余り市内の下矢切に在住。直木賞候補とな

る「霧と影」を昭和34年に刊行し、昭和36年「雁の寺」で直木賞を受賞。

代表作に、「飢餓海峡」「五番町夕霧楼」「越後つついし親不知」「越前竹人

形」などがあり、最近の著作物としては「故郷」「精進百撰」など。

人口

男

女

世帯

市民健康づくりの集い

松戸市文化祭

松戸市総合計画第１次

実施計画事業の公表

情報チャンネル
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約100 万本が植えられているコスモス畑

は、松戸の新しい名所です
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北御牧村勘六山一景
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根も葉も花である

京の老舗すっぽん屋

造
字
に
つ
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て

日時１０月１２日(日)～ １１月９日(日)

午 前10 時 ～ 午後6 時( 初 日の

み午 前10 時30 分 か ら)

会 場 ア ー ト ス ポ ッ ト ま つ ど

入場 無料

秋真っ盛り。江

戸川河川敷のコス

モス畑で10 月１１

日出、コスモス祭

りを開催します。

当日はクイズや野菜の即売、模擬店など楽しい催しがいっ

ぱいです。ご家族そろってお出かけください。

時間午前10 時～午後1 畤（雨天の場合は翌日に順延）

圖江戸川松戸フラワーライン実行委員会事務局

（川をきれいにする課内）

写真提供

｢サライ｣( 小学館)

氏
は
現
在
、
長
野
県
に
工
房
を
構
え
、
文
筆
活
動
の
傍
ら
絵
や
陶
芸
な
ど
の
創
作
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

自
ら
漉
い
た
竹
紙
に
描
い
た
絵
画
や
書
、
工
芸
約
四
十
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ｌ 会場案内･|
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内

・松戸駅から徒歩約20 分

・松戸駅西口から京成バス｢戸ケ崎操車場｣ 行きまたは東武バス

｢三郷団地｣｢新和一丁目｣｢三郷市役所｣ 行きで｢ 地蔵前｣下車

徒歩 ５分

コスモス祭り 楽しい催し物が

いっぱい！

主な内容

人口と世帯



行 事 名 期　日 時　　 間 会　　 場 内　　　　　　 容 申し込み方法等

講 演 会

10/18 出

13:30

S

15 : 30

(開場 捏:30)

市民劇場

○講演会「あなたお元気ですか？」　　 ．‥．

テーマ…毛利元就の人間像～その長寿の秘訣～

講師作家・永井路子氏

自 由 参 加

電話等でｲ建康課へ

定員先着65 人

費用2,500 円

電話等で健康課へ

定員先着35 人

保健所

コーナー

10 : 00

S

14 : 00

松戸駅西ロデッキ

(雨天時は東西連絡通路)

Ｏ「自分の健康は自分でつくろう」

・「覚せい剤乱用防止」「エイズ予防」のパンフレット配布と相談

●運動・禁煙相談、体脂肪の測定、アルコールパッチテストなど

駅前健康相談
○「血圧測定コーナー」正しい血圧の計り方

○「看護相談コーナー」赤ちゃんからお年寄りまで

家庭介護

コーナー

○介護用具・用品の展示と説明

最新の介護に関するさまざまな製品を紹介

糖尿病会食会

１ １　： ００

Ｓ

１３ ： ００

(受 付１０：凹)

ボツクスヒル松戸店

クリスタルホール

(8階)

○糖尿病患者およびその家族と医師・栄養士等との会食と懇談会

糖尿病患者用料理の会食と専門職によるアドバイス

シルバーお楽

しみ料理教室

10:00

S

15 二00

中央保健センター
Ｏ「作って・食べて・語らって」

65 歳以上の人だちとボランティア団体による、調理実習と会食会

リハビリ教室

作品展

10/131月)

～17 窗

８ 二30

S

Iワ:00

市役所1 階本館新館

連絡通路

○リハビリ教室に参加している人たちの力作を展示

中央保健センター･ 小金保健センター・常盤平市民センターで行わ

れている、集団リハビリ教室の参加者による手工芸品などを展示

自 由 参 加

歩こ う 会

10/18 出

9:00

S

12 : 00

松戸地区
○松戸地区コース　松戸駅西ロデッキ集合

(受け付けは9:00 ～9 二30　出発は9:30)
自 由 参 加

※参加賞を進呈

※雨天中止

常盤平地区
◎常盤平地区コース　常盤平市民センター集合

(受け付けは9:00 ～9:30　 出発は9:30)

10/190日)
9:30 ～

捏:00
小金地区

◎小金地区コース　東漸寺集合

(受け付けは9:30 ～10:00　 出発は10 二O①

はじめての

社交ダンス

10/19(Eﾖ)

10 : 00

S

12 : 00

健康増進センター

○「マンボで楽しく」

運動の機会の少ない人ご健康づ＜リとして気軽に体験してもらう

講師全日本ダンス教師ダンススポーツ議会認定教師・鎗田邦雄氏

電話等で健康増進セン

ターへ

定員先着50 人

ジャズ体1粱

フェスティバル

13 : 00

S

16 : 30

市民会館

○「きらめく若さ　オンステージ」

健康づ＜リのためにジャズ体操を実践しているグループが、日

ごろの活動成果を発表します

－　一一　　－

参 観 は 自 由

栄養展示

コーナー 9:00

S

12:00
中央保健センター

Ｏ「自分に合ったエネルギーを知ろう」

外食・お菓子・飲料のエネルギーを表示

アンヶ－卜の実施

自 由 参 加

学校給食

コーナー
○「箸から和食のよさを知ろう」

箸の正しい使い方と食物繊維を多＜含む和食献立の紹介

健康診査と

相談

９：００

Ｓ

１２ 二00

(受 付9:00

～1 1 : 00)

中央保健センター

常盤平市民センター

小金保健センター

◎3会場同時無料健康診査と相談

・ ヘルススクリーニンゲ 対象18 歳以上の人 検査項目血圧測定、

検尿、血液検査、心電図検査、胸部エックス線検査等

※心電図検査と血糖検査は40 歳以上

・ 歯科健康診査と相談

幼児からお年寄りまでどなたでも（歯ブラシ進呈）

・ 薬の相談（薬の正しい使い方）

処方せんをもらったことがありますか？（救急用品進呈）

・ 在宅ケア相談

介護方法の相談・説明や福祉・保健等の吝サービス制度の紹介

グラウンド・

ゴルフ大会
10/19C日)

9:00

S

16 : 00

運動公園陸上競技場
○「さあ、始めよう!!　1 人でも気軽に味わえるゴルフ気分、

ねらうはホールインワン 冂

10/10 竕までに、参加

者名簿を添えて、直接

スポーツ課へ

※年齢制限なし

※参加賞を進呈
ゲートボール

大会

10/18 倒

19(日)
金ヶ作公園野球場

○「老いも若きもともにハッスルＨ」

１チーム8人による大会形式

／ 就学時健康診断が始まります

就 学 時 健 康 診 断 日 程 表

ｙ

実施日 実　施　校 受付時間 実施日 実　施　校 受付時間

10/21W
手法 台第二小単交

北部小学校

12:45 ～13:00

13 二00～13:30
11/12&K)

河原塚小学校

新松戸西小学校

金ヶ作小学校

馬榲小学校

12:45 ～13:15

13:00 ～13:15

22 ㈲ 六実第三小学校 12:30 ～13 二00
1ぷ00 ～13 二30

24 窗 常盤平第→｣噂 校 12 30 ～1ぷ00

27(月)
大橋小学校

相模台小学校

12イ5 ～13 冂5

1ぷ00 ～1ぷ30
14 窗

栗ヶ沢小学校

矢切小学校

梨香台小学校

古ヶ畸小学校

12旧〇～13 二00

12:45 ～13:05

12:45 ～13 二15

13:00 ～13:30
28(火)

旭町小学校

中部小学校

八ヶ綺第二小学校

12イ5 ～13:15

１７(月)貝の花小学校 12:45 ～13:10

18 固

根木内小学校

松ヶ丘小学校

東部小学校

1乙30 ～12:55

12:45 ～13:15

1ぶ00 ～13:30

29 ㈲
新松戸北小学校

古ヶ綺南小学校

13:ぶ)O～13:20

13:00 ～仔30

31 窗
根木内東小学校

六実小学校

12:45 ～1ぶ00

12 イ5 ～13:15

１９冰）

上本郷第二小学皎

殿平賀小学校

馬橋北小学校

松飛台小学校

和名ヶ谷小学校

12:45 ～13 二00

1 1/4C火)
南部小学校

高木小学校
12イ5 ～13:15

12:45 ～13:15

5團

六実第二小学校

稔台小学校

上本郷小学校

新松戸南小学校

牧野原小学校

12イ5 ～13:15 守15 ～13:30

21 銜
高木第二小学校

小金北小学校

12 30 ～13:00

1ぷ00 ～13:20
12:30 ～13:00

12 j5 ～13:10

13:00 ～1ぷ30 25 ㈹ 八ヶ綺小学校 12:50 ～13:10

26 冰）

常 盤 平 第 三 小 学 校

横 須 賀 小 学 校

－　　 一一一　一一　　一
常 盤 平 第 二 小 学 校

幸 谷 小 学 校

12:45 ～13:15

12 くBO～13:00

13:00 ～守30

10(月)

柿ノ木台 小学校

寒 風台 小 学 校

一一　一一
小 金小 学 校

1 乙 ∠巧 ～13:15

－　一一一一

13:00 ～ 守30

廴

10/18(1) 講演会は

NHK 大河ドラマ

「毛利元就」の

原作者・永井路子氏
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も
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催
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番

申 し 込 み 先

健康増進センター　　　a 368-1814 番

ｌスポーツ課(運動公園内) e  363-9241番

|健 康 課　　　　　O366-7486 番

1※9/26から募集していますので、定員に

なった場合は 、こ了 承く ださい。

秋の市民ぐるみで

グリーンデー
市内一斉に、｢秋の市民ぐるみでクリーンデー｣ を行います。

グリーソテーは、私たちの住む街をきれいにするため、また、

ごみ分別収集とごみ減量の意識を高めるため、毎年、春と秋に行

われています。今年も皆さんの参加をお待ちしています。

昨年は、36ﾜ 団体、約91,000 人が参加して、30トンのごみを集

めました。

日時…10 月19 日(日)午前9時～正午( 雨天の場合は、10月26 日(日記

延期)

清掃場所…公園や道路などの公共スペース

※町(自治)会によっては、日時

が異なる場合がありますので。

確認してからご参加ください。

清掃方法…道路や公共スペース

に散乱しているご みを市が配布

するごみ袋（燃やせるごみ用・

燃やせないごみ用・資源ごみ用

の三種類）に種類別にして集め

てください。

※家庭から出るご みは、出さな

いでください。

腮青掃業務課業務第１ｲ系
街の美観は私たちの手で

市
民
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を
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４
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２
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４
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。
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催 し の 部 文化祭へあなたも！
行 事 名 会 場 期　日 １　　 時 間 問い合わせ先

吟行俳句会 森のホール21 10/11C土) 10 : 00～1ワ:00 大井Q363-3185 番

フラダンスの集い 市民劇場 10/19 ⑧ 13 : 30～16 : 00 絋|畄388 一7365 番

郷土史研究会
市民劇場 10/26(日) 13:00 ～16:30 秋本公361-2411 番

内容歌舞伎うらぱ
ふ　　　　　

㎜　　 ㎜㎜
な し と 金 ケ 作 陣 屋 の 解 説 と 冫

一一　－
こ鼓 演 奏

松戸市合唱祭 森のホール21

10/260日)

1 1 : 00～1ﾜ:30 井出Q342-9 副O 番

民謡民舞大会
市民会館

9:30 ～19 : 00 正田c388-3400 番

小　唄　会 13:00 ～1ワ:30 島村Q362-5286 番

日本古典舞踊大会 森のホール21 11/ 2(Eﾖ) 10 : 30～1ﾜ:00 小沼S368-9583 番

民踊愛好会民踊大会
市民会館

11/3 蝎

9:30 ～18 : 30 渋谷Q346-2255 番

邦　楽　会 11 :00 ～18 : 00 鈴木昔36ワー1654 番
茶会 松雲亭 10:30 ～15 : 30 江井Q362-4434 番

奇術発表会(手話つき) 市民劇場 13 : 00～16 : 00 岩田Q362-2ﾜ 巧番

囲碁大会 勤労会館
－　　 一一

9:30 ～19:00 山下o366-ﾜ3ﾜ5 番

社交ダンスのタベ 常盤平市民センター 18 : 00～20 二30 大貫Q386-6611 番

市民社交ダンス

パーティー

森のホール21 11/9(日)冂ワ:30 ～20:30 岩見登346-33ﾜ2 番

※整理券が必要でてに 希望する人は10/22C水)以降に社会教育課へ

話し方フェスティバル 森のホール21

11/90日)

10:00 ～1ワニ00 小林Q386-3710 番

短歌大会
市民会館

11 二30～1ﾜ:00 富田登3∠囗－020ﾜ 番

吟詠の集い 9:00 ～20 : 00 岩淵0388-0693 番

松戸三曲大演奏会 森のホール21

11/238R

10 : 30～1ﾜ:30 篠塚容388－ﾜ389 番

謡曲と仕舞の会
市民会館

9:30 ～ヤ:00 泉 習362-9636 番

日本舞踊大会 10 二00～18 : 00 荒井Q362-3581 番

文化講演会
女性ｾﾝﾀ 一ゆうまつど 11/27 困 13 : 30～15 : 30 山田Q385-060ﾜ 番

テーマ「自分探しの旅」　講師松島義一氏

地
域
文
化
祭

み
ん
な
で
行
こ
う

会場＝常盤平体育館

内 容 日　時 問い合わせ先

舞踊･民謡･ 琴･三味線

ダンス･ 書道･生け花･

茶会･陶芸･手工芸･ 山

野草ほか

11/ 2(日)

9:00 ～

1ﾜ:00

小林

Q388-0455 番

会場＝小金市民センター

内 容 日　時 問い合わせ先

大正琴･長唄･詩吟･編み

物･油絵･墨絵一書道･創作

脉 茶道 生脆 日頡

訃 民謡･新舞踊･詩舞

10/25C七

・26(日)
10 二00～

16 : 00

亀岡

O343-10ﾜ1 番

日本舞踊･ 大正琴･ 茶

会表千家

11/ 2(日)
10:00 ～

16 : 00

田中

公341-1655 番

編 み 物 り 非 画 一墨 絵･ 押

し 花 ア ー ト･ 押 し 絵･

華 道 一書 道･ 写 真

11/2C 日)･3(祝)

10:00 ～

16:00

茶会裏千家･ 茶会大日

本茶道学会

11/ 3蝎
10 : 00～

拓:00

社交 ダン ス

11/ 3竕
1ﾜ:00 ～

20:30

■松戸の原始古代通史展

日時=  11/1日出～3日砌9:00 ～16 : 00

会場＝下総史料館（紙敷911)

鬩下総史料館・湯浅a392-2466 番

行 事 名 会 場 期　日 時 間 問い合わせ先

菊　花　展 市民会館 10/28 ㈹～11/3 竕 10 : 00～1ﾜ:00 結城登363-5985 番

写　真　展

文化ホール
10/30W ～11/3ftR

-一一一一

10 : 00～18:00

河上登363-4940 番

斉藤Q362-1633 番

手芸作品展
福井登364 一8695 番

白子昔38ワー5039 番

陶芸作品展 山 下S384-3645 番
‥ 一一

華　道　展

11  /I c土)～3竕

飯箸S341-102ﾜ 番

盆　栽　展
市民会館 9:00 ～1ﾜ:00

増 田Q363-ﾜ396 番

一一一 一　　　　　　 －　　－
洋　蘭　展 村椙公362-4669 番

常
盤
平
総
合
文
化展

書道･手工芸･

油絵･編み物･

洋裁･華道
常盤平市民

センター

11/1R ～3蝎 10:00 ～1ﾜ:00

大貫Q386-6611 番箏 曲 演奏 11/2(1日) 12 : 30～1∠に00

茶　 会
一一一一一

11/3 冊

10:00 ～15 二00

社交ダンスの

タベ
18 : 00～20 二30

内 容 日　時 問い合わせ先

日本の踊り
10/19 ⑩
11 : 00～16 : 00

高野

Q346-ﾜ893 番

総合手芸展
11/1 圉 ～3竕
9:00 ～1ﾜ:00 後藤

Q342-42 副 番
一一　 一一　- 一 一 一一 一 一一

花 と 書 展 11/4 ㈹・5㈲
9:00 ～1ワ:00

稔台文化

祭
内 容 日　時 [間

書道・盆栽
10/25C土)・26(日)
9:00 ～1ﾜ:00 ※

豊
田

昔
3邸

５
ワ
０
２
番

油絵･水彩画･ペン習字･

版画･水墨画･かな書道

10/30W ～11/3R

9:00 り ワ:00 ※

生け花
11/2(日)・3蝎

9:00 ～1ﾜ:00 ※

囲碁大会(会費1,500円、

弁当付き)
11/3 竕9:00 ～18:00

茶会のタペ 11/3W10:00 ～15:00
社 交 ダ ン ス の タ ベ 11/3 竭18:00 ～21:00

カラオケ大会 11/9(0)10:①～18:00

※最終日は16 時まで

展

覧

会

の

部

矢切公民館合同作品展

内 容 日　時 問い合わせ先

書道・七宝焼・

陶芸・鎌倉彫・

桜彫 一華道・洋

画・茶会ぼか

10/31 銜 ～11/5GK)
10 : 00～16 二00

(初日は正午から、

最終日は巧時まで)

矢切公民館

Q368-1214 番

月曜ｲ木館。

11/3竕は開館

新松戸文化

祭
内 容 日　時 圃

手作りネクタイ・パッチ

ワーク・粘土人形･ 押し

花･ 木彫一手描染色･ パン

フラワー･ 手編み･ 機械編

み･工芸盆栽･ アメリカン

フラワーｊ口紙人形･ 茶

会･華道

11/1C土)・2(日)

9:00 ～1ﾜ:00

(最終日はla持まで)

渡
辺a
3∠n

9
ワ
０
９
番

・ 盆栽 ・さつき展示会

日時=11/22 出 ・23R  9:00 ～16 : 00

会場＝常盤平市民センター

問日本盆栽協会松戸支部松戸さつき会一員嶋

a  387-1019 番

入
園

貫
格
：

市

内

に
住
所

が
あ

り
、
平

成
４

年

４
月
２

日
～

５
年

４
月
１

日

の
問
に

生
ま

れ
た
幼
児

保
育
期

間
：
こ

年

保
育

受

付
日

時
・：
Ｈ
月
１

日

出
午
前

９
時

～
正

午

と

４
日

㈹
～
６

日

米
午
前

９
時
～

午
後
４

時

受

付
会
場
・：
中
部
小

学

校
附
属

幼
稚

園

（
松

戸

二
〇

六
⊇

持

ち
物
・：
幼

児

の
住
民

票

一
通

と
印

鑑

巷
乕
：
入

園
時
に
は
、
入
園
料
三
千
円
、
そ

の

ほ
か
制
服
、
靴
代
な
ど
で
約
二
万
円
。
ま

た
、
月
ご
と
に
保
育
料
六
千
円
、
そ
の
ほ
か

給
食
費
・
絵
本
代
な
ど
で
約
四
千
円
程
度
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

※
入
園
面
接
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
受
け
付

け
の
と
き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
学
務
課
管
理
係

登
3
6
6
・
7
4
5
7

番
、
中

部
小
学
校
附
属
幼
稚
園

昔
3
6
3
・
2
5
6
9

番

園
児
を
募
集
し
ま
す

市
立
中
部
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の

平成10 年度

私 立

幼稚園児募集

私立幼稚園では、来年度の人園児を募集します。期日を守っ

て応募してください。

願書配布…10 月巧日似)から　願書受け付け…11 月１日出から

墨各幼稚園へ直接、または私立幼稚園連合会登39卜8592 番

私 立 幼 稚 園 一 覧 表

園　名 所 在 電　話

聖ミカエル幼稚園 松戸1126 S362-0484 番

異風幼稚園 馬橋254ﾜ 公 即卜2 ∠169番

矢切幼稚園 下矢切纐0 a362-4586 番

常盤平幼稚園 常盤平2 の21 登38 ワー5ﾜ24 番

東漸寺(とうぜんじ)幼稚園 小金359 昔3∠囗-0859 番

ひので幼稚園 常盤平ﾜの18の2 登38ﾜｰﾜ5ﾜ8 番

中和倉幼稚園 中和倉168 a  341づ505 番

みやこ幼稚園 松戸新田引６ 登36ﾜｰ 引01 番

栴檀(せんだん)幼稚園 常盤平2の31の2 昔38 ワー08ﾜ5 番

高木幼稚園 五香六実6引 公38 ワー4809 番

北部幼稚園 根本190 公36ﾜｰ3121 番

高塚わかぱ幼稚園 高塚新田纐4 公392-2681 番

聖徳大学附属幼稚園 岩瀬531 S368-6135 番

二三ヶ丘(ふみ力恚か)幼稚園ごﾝ 本1692 昔3 ∠囗－∠陷∠旧番

松戸みどり幼稚園 仲井町1の32の1 e362-6ﾜ 副 番

むつみ幼稚園 六高台3の50 公38 ワー1ﾜ06 番

さつき幼稚園 金ケ作145 昔38ﾜｰﾜﾜ 巧番

いわきき幼稚園 西馬橋2の6の23 登342-8ﾜ06 番

松戸いずみ幼稚園 上本郷2ﾜ94 a363-3289 番

園　名 所 在 電　話

北松戸さつき幼稚園 北松戸3 の6 Q362 づﾜ ∠旧番

八照(はっしよう)幼稚園 八ヶ綺1032 の1 登341-1192 番

千駄堀栴檀幼稚園 千駄堀1865 公34卜6882 番

本源寺幼稚園 大橋ﾜ66 a391-8592 番

聖徳大学附属第二幼稚園 小金原ﾜの 糒 容3印 一6598 番

さかえ幼稚園 栄町4の252 登36卜0532 番

まるやま幼稚園 二十世紀が丘丸山町131 登363-953ﾜ 番

明和幼稚園 稔台812 の1 登363-4012 番

高塚幼稚園 高塚新田295 の3 a392-6955 番

八柱幼稚園 千駄堀纐85 の 巧 Q385-255ﾜ 番

牧の原栴檀幼稚園 牧の原2の5 登385-090ﾜ 番

金ヶ作幼稚園 金ケ作306 a  385-3050 番

かさのさ幼稚園 三矢小台5の13の4 登365-5656 番

北丘幼稚園 五香六実ﾜ13 の4 o385-4335 番

新松戸幼稚園 新松戸3の256 S344- ∠囗99番

第二かさのさ幼稚園 新松戸5の191 S345-4ﾜ22 番

専修大学松戸幼稚園 上本郷2の3621 S365-1821 番

いわさき第二幼稚園 旭町2の300 a3 ∠16-3164番

松戸市文化祭

小金原文化
祭



１多様な生きかい感のある環境づくりーいきいきふれあい健康の里づくり事業、｢こども発達センター｣

及び｢ 障 害者福祉センター｣ 事業の充実、青少年の祭典事業、保育システムの変更事業 、統合保育促進

事業、一時的保育事業の拡充、ショートステイ・24 時間保育サービスの提供事業 、地域保育サービス事

業(地域子育てセンターΣ 留守家庭児童会整備事業、児童館整備事業、高齢者就労促進事業、障害者就労

支援事業 、地域くるみ福祉ネットワーク推進事業 、日常生活訓練事業 、障害者移動手段確保事業　 ２健

康の維持・増進 一(仮称)両親学級、高額医療機器整備事業、訪問看護ステーションの充実強化、緩和ケ

ア病棟の開設事業 、｢こ ども発達センター｣ 及び｢ 障害者福祉センター｣ 事業の充実　３日常生活および

緊急時の安全・安心性の向上一住宅改良相談事業( リホームヘルパー相談事業) 、救急医療体制の整備事

業、在宅介護支援センター運営事業、ショートステイ・ミドルステイ事業(運営費) 、在宅老人デイサー

ビス事業(運営費) 、ふれあいデイサービス事業(運営費廴 ホームヘルプサービス事業 、訪問入浴サービス

事業、｢こ ども発達センター｣ 及び｢ 障害者福祉センター｣ 事業の充実　 ４福祉のための基盤整備一特別

養護老人ホーム等老人福祉施設整備事業、養護老人ホーム改築事業、保育所再編整備事業、保育所調理

室ドライシステム化事業、児童センター設置事業 、障害者入所施設建設補助事業、自立支援センター建

設事業 、障害者生活施設整備事業、精神薄弱者入所更生施設建設補助事業、障害者施設改修補印]事業 、

民生局情報化推進事業、発達支援プログラムの開発と支援システムの整備事業、福祉公社支援事業 、(仮

称) 松戸市ボランティアセンター建設事業(社会福祉協議会会館併設含む) 、社会福祉協議会事務局体制整

備事業、国民健康保険業務完全オンライン化事業

１良好な生活空間の実現一市営住宅の供給事業、住宅関連情報の推進事業 、持家支援事業 、鉄道駅

エレベータ一等設置事業、回廊づくリ整備事業、人にやさしい安全な建築物の推進事業、建築誘導行

政の推進事業、常盤平コミュニティ・ゾーン形成事業 、都市景観推進事業　 ２人と自然が共生するま

ちつくり一緑地保全地区指定事業コ呆護地区・保護樹木指定事業、緑化基金事業の充実、江戸川松戸

フラワーライン整備事業、花いっぱい推進事業、緑の愛護団ｲ本育成事業コljをきれいにする事業う 青

流復活事業、流域水環境総合整備事業 、う可川環境整備事業、街区公園新設事業、総合公園整備事業、

特殊公園整備事業 、地域公園整備事業、都市緑地整備事業､ 広域公園整備事業､ 市民農園整備事業 、回

廊づくリ整備事業､ ふるさと川づくリ事業　３リサイクル型の都市つくり一川をきれいにする事業、合

併処理浄化槽設置促進事業 、リサイクルプラザ建設事業、事業系ごみの全面有料化事業、容器包装リ

サイクル法への対応事業、事業系廃棄物対策総合計画実施事業、リサイクルフェアー、リサイ クル活

動支援事業、樹木チップ化再利用事業、廃棄物処理施設整備事業　 ４安全て安心な地域環境つくり一

自主防災組織等の育成事業 、防災広報の充実事業 、防災訓練の推進事業 、避難誘導施設整備事業 、通

信施設整備事業、備蓄用防災倉庫整備事業、緊急陸水空路の確保事業、水利事業、防犯灯設置費補助

事業 、基幹消防署の整備、新消防指令管制システムの整備、消防水利の充実強化、消防センターの建

設事業、救急高度化への対応 、市民くるみの防火防災体制の確立、建築物耐震診断事業、自転車駐車

場整備事業、民営自転車駐車場育成事業 、路上駐車対策事業　 ５自立をめさした消費者行政の推進一

消費生活センターの充実

|人 権を尊重する社会の実現一人権施策推進事業 、

人権学習推進業務 、社会同和教育をはじ めとする人

権学習の発展・充実　 ２男女共同参画ﾈ土会つくり一男

女共同参画社会づくりに関する情報収集事業、女性の

講座の充実、男女共同覿画プラン推進事業、女性のエ

ンパワーメント支援事業　 ３市民と行政のパートナ

ーシップの強化一支所機能の充実､市民意識調査事業、

地区集会施設整備費補助事業 、市民会館施設整備改

修事業　４情報提供の充実一情報公開制度の充実、地

域情報化推進事業、市民手帳全戸配布事業

第
一
次
実
施
課
画
案
（
期
間
＝
平
成
隹
～
1
4
年
度
）
の
予
定
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す

連携型地域社会の形成

１人権を尊重する社会の実現

２男女共同参画社会づくリ

３市民と行政のパートナーシップの強化

４情報提供の充実

豊か な人生 を 支える 福 祉社会 の

実 現　　　　　 一健康・福祉分野－

１多様な生きがい感のある環境づくリ

２ 健康の維持 ・増進

３日常生舌およ０緊急時の安全一安心

性の向上

４福祉のための基盤整備

次代を 育む 文化 ・教育 環 境 の

創造　　　　　 一文化・教育分野-

１生涯学習の推進

２学校教育の推進

３生涯にわたるスポーツ活動の支援

４国際化の推進と平和意識の高揚

５青少年の健全育成

６多様な文化・芸術の創造

安全 で 快 適な 生活 環 境 の実 現

一生活・環境分野-

１良好な生活空間の実現

２人と自然が共生するまちづくリ

３リサイクル型の都市づくリ

４安全で安心な地域環境づくリ

５自立をめざした消費者行政の推進

魅力ある都市空間の形成と産業

の振興　　　　 一都市・経済分野-

１都市環境の整備

２都市基盤の整備

３活力ある産業の振興

４就労環境と就労機会の整備

５多機能な近郊型観光の振興

都市経営の視点に立った行財政

運営　　　　　 一行財政分野-

１効果的・効率的な施策を実現する

システムの形成

２行政としての経営基盤の強化

３広域行政への取り組み

４計画行政の推進

５庁舎および庁舎機能の整備充実

施

◆ リ ー デ ィ ン グ プ ラ ン ◆

基 本計 画 の 基幹 と なる 総 合的 ・ 先 導的 な

プ ラ ン です 。

１多世代交流型生活支援プ ラン

一多世代が共に住み続けられる環境をつくる－

２生涯にわたる学習活動支援プラン

一生涯にわたる学び合いの関係 をつくる－

３ふるさ とと呼べる地域づくり支援プラン

一地域 を理解 し愛着の もてる地域 をつくる－

4 水とみどり と歴史の回廊づくりプラン

一地域の拠点 と資源 を自然豊 かな回廊で結ぶ－

5 広域交流活動推進プ ラン

一松戸の都市文化を育成 し幅広い交流活動を

展開 するー

策

の

体

系

ま

ち

づ

く

り

の

基

本

方

向

－

住

ん

で

よ

い

ま

ち

・

訪

ね

て

よ

い

ま

ち

Ｉ

こ

れ
か
ら

の
ま

ち

づ
く

り
は

、「
住

ん
で
よ

い
ま
ち

」
と

い
え

る
充

実
し
た

生
活

都
市

の
実
現

を
基
調

と
し

、
併
せ

て

「
訪
ね

て
よ

い
ま

ち

」
と

い
え

る
活
力

あ

る
交
流

都
市

の
実
現

を
め

ざ
し
ま

す
。

市では、2020年（平成32 年）を目標年度とし松戸市の

進むべき道を示す、松戸市総合計画の策定作業が進ん

でいます。

総合計画は､基本構想･基本計画･実施計画からなり、

基本構想・基本計画については本年５月に広報まつど

特集号で「第一次試案」をお知らせし、皆さんからご

意見をいただきました。ご意見を受けて検討を重ねな

がら、現在最終案に向けての調整作業を進めています。

また、実施計画については、基本構想・基本計画案

に沿って実施する事業等を検討し、このほど案がまと

まりました。

ここでは、第１次実施計画に記載する予定の事業を

中心にお知らせします。

これに対する皆さんのご意見をいただき、最終調整

の上議会の審議等を経て決定され、来年４月、基本構

想・基本計画・実施計画がそろってスタートする予定

です。

※ここでは、骨子のみのご紹介となっていますが、総

合計画案について詳しく知りたい人は、政策企画室

または各支所の窓口でご覧になれます。

澗政策企画室

「

い

き

い

き

し

た

市

民

の

舞

台

」

「

こ

こ

ち

よ

い

地

域

の

舞

台

」

「

風

格

あ

る

都

市

の

舞

台

」

の

あ

る

ま

ち

・

松

戸

「

次

代

を

担

う

子

ど

も

た

ち

の

ふ

る

さ
と

・

緑
花

清

流

に

よ

る

松

戸

の

創

生

」
を
合

言
葉
に
、

将
来
像

が

実
現

さ
れ
、
真
に
ふ

る
さ
と
と
呼

べ
る
松
戸
を
創
生
し
ま

松
戸
市
の
将
来
像

2
1
世
紀
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

松
戸
市
総
合
計
画
第
一
次
実
施
計
画
案
の
公
表

１都市環境の整備一北松戸駅西口地区再整備推進事業、松戸藺周辺地区再開発事業、松戸駅南部地区再開発事業 、

松戸駅東ロデッキ維持改修整備事業、広域公園整備事業、矢切の里構想策定事業、総合公園整備事業、いきいきふれ

あい健康の里づくり事業、六実駅周辺地区再開発事業 、馬橇駅東口地区再開発事業 、小金原地区再開発事業、稔台駅

前地区再開発事業 言 匕小金駅周辺地区再開発事業、土地区画整理事業等の推進　 ２都市基盤の整備一地下鉄11 号線松

戸延伸促進事業、国・県道に圉する整備要請事業、都市計画道路計画決定事業、広域幹線道路整備促進要請事業、(仮

称)千駄堀新駅設置要請事業、鉄道輸送力増強要請事業、バス路線の新設・整備促進事業、新松戸駅西口駅前広場歩行

者快適化事業、八柱駅南口駅前広場歩行者快適化事業 、都市計画道路整備事業、松戸市基準測量整備事業、都市基砌

河川国分川改修事業 、排水路整備事業、準用河川改ｲ皀事業、流域貯留浸透事業、河川等改修促進事業、公共下水道整

備事業、下水道耐震化施設整備要請事業、老朽管更新事業(上 水道)、第５次拡張事業(上 水道) ３活力ある産業の振

興一制度融資事業、商店街共同事業支援事業、商店街法人化 准進事業 、商店街情報化支援事業 、市場施設整備事業及

び活性化対策事業補助事業 、シティホテルの誘致事業 、異業種交流推進事業、住工混在解消事業、工業団地内遊休地

活用、マイスター制度創設事業、商工会館建設推進事業、野菜・花卉・果実生産確立事業 、農業制度資金活用の普及

推進事業、利用権設定等促進事業、農作業受委託促進事業、環境にやさしい農業の推進事業、集落環境施設整備事業 、

土地基盤整備事業、園芸産地育成強化事業、都市農業センター設置事業、観光農業促進事業　 ４就労環境と就労機会

の整備一高年齢者就業支援事業、障害者雇用促進事業、女性就業支援事業、職業訓練センター活用事業、勤労者総合

福祉センター建設事業　 ５多機能な近郊型観光の振興一江戸川舟運就航基本構想等策定事業 、既存観光地区整備事業 、

イベント育成支援事業、まつどブランドの創造と広報、矢切の里構想策定事業、一茶・立砂俳句賞創設､ 昭武フォトコ

ンテスト創設事業

１生涯学習の推進一生涯学習基本計画策定事業、

生涯学習会館建設事業､ 戸定フォーラム建設事業．

水族自然史館建設要請事業､ 博 物館教育普及事業、

市民参加の学習運営､ 市民大学講座の発展・充実、

生涯学習大学の発展・充実､ 自 然系展示開催事業、

理工系展示開催事業　 ２学校教育の推進一市立高

校の学科等の新設事業、小学校教育用コンピュー

タ整備事業、スクールカウンセラー配置事業、余

裕教室活用事業、小・中学校耐震改修事業、小・

中学校大規模改造事業、中学校屋内体育館改築事

業、学校用地買収事業、小学校給食施設の整備・

拡充事業、私立幼稚園園児補翊]事業、私立幼稚園

振興事業　 ３生涯にわたるスポーツ活動の支援一

健康体力づくリスポーツの推進事業、いきいきふ

れあい健康の里づくり事業､ サッカー場整備事業、

千葉大学園芸学部農場跡地体育館建設事業、松戸

市スポーツマスタープランの策定事業、国際スポ

ーツ交流の推進事業　 ４国際化の推進と平和意識

の高揚一国際化のまちづくり推進プラン策定事業、

ﾀﾄ国人への情報提供事業、財団法人松戸市国際交

流協会支援事業、姉妹都市交流推進事業､平 和意

識の啓発　５青少年の健全育成一博物館教育普及

事業．街区公園新設事業、青少年の祭典事業、地

域の教育力向上事業　 ６多様な文化・芸術の創

造一人材情報ネットワーク事業、博物館展示関係

事業、既存観光地区整備事業､ 松戸市史編さん整

備事業

文 書 で の ご 意 見

■差し支えがなければ住所・氏名・電

話番号を記入して囗O 月23日團まで

にお送りください。

■皆さんからのご意見は、総合計画づ

くりの中で検討資料にさせていただ

きます。その過程でお名前は伏せま

すが、内容を公表する場合もありま

すのでご了承ください。

問い合わせ（あて先）

〒2ﾜ1 松戸市根本387 の５

松戸市役所企画部政策企画室

S366-7311 番（直通）
88364-6919 番（直通）

懇 話 会
期　ヨ

㎜ ㎜　㎜㎜㎜㎜
時　 間 会　場 対 象 者

10/20C月)

午後2時

～4 時

常盤平市民

セン瘤－
市政協力委員

一般希望者
21㈲ 小金原市民

センタ一
－

市役所議会棟
3階会議室22㈲

23W
午後2時～4 時

市役所議会棟

3階会議室

各団体代表者

一般希望者
午後ﾜ 時～9時

2卵 ）午前10眄～正午

●10 月13 日㈲までに、八力キまたはファクスで参J][]

希 望 日(23 日の 場合は昼 一夜のいずれかも)・ 住

所･ 氏名・電話番号・参加人数を記入してお申し

込みください。

※会場の都合で参力[]日 の変更をお願いする場合が

あります。

１効果的・効率的な施策を実現するシステム

の形成一組織 一機構の再構築 、市職員の人材育

成(職員研修)、ＬＡＮ及びＷＡＮの構築 、全所

情報システム事業、戸籍情報システム　 ２行政

としての経営基盤の強化一納税意識の高揚事業

３広域行政への取り組み一広域行政推進事業、

地方分権推進対策事業　 ４計画行政の推進一第

１次総合５か年計画進行管理事業　 ５庁舎およ

び庁舎機能の整備充実一庁舎駐車場混雑緩和対

策事業

利
用
で
き
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

△
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
園

（
六
高
台
二
の
十
九
の
三

△
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
南
花
園
（
河
原
塚
一
〇
二
の
八
）

△
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
ー
シ
イ
ヒ
ル
（
根
木
内
六
七
七
の
三

△
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ
ら
木
苑
（
金
ケ
作
二
七
七
）

△
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
緑
風
園

（
和
名
ケ
谷
一
四
八
四
）

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

ー
ミ
ド
ル
ス
テ

ィ
事
業
は
、
在
宅
で
お
年
寄
り
を

介

護
し
て

い
る
場

合

に
介
護

者

の

負

担
を
和

ら

げ
、
自
宅

で

の
生
活

を

続
け
て

い
け

る
よ

う
に

す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

お
お
む

ね
六

十
五
歳
以

上

の
ね

た

き
り

お
よ
び
痴
呆
の
大
な
ど
を

、

介

護
者

の
疾
病

・
冠
婚

葬
祭

な
ど

で

一
時

的
に
介

護
で

き
な

い
場
合

や
、
介

護
者

の
介

護
疲

れ
に

よ
る

休

養
の
と

き

な
ど
に
特

別
養

護
老

人

ホ

ー
ム
に
短

期

間
入
所

し
て

い

た

だ
き
、
介
護

者

に
代

わ

っ
て
介

護

サ

ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま

す

。

登

録

手

続

き

利
用

す
る
に

は
ま

ず
、
登

録

の

手

続
き

が
必
要

と
な
り

ま
す

。

利
用
す

る
人

の
診
断

書
と

印
鑑

を

持
参

の
上
、

な

が
い
き
課

で
手

続

き
を
し

て
く

だ
さ

い
。
登

録
さ

れ
た
大

に
は
登

録
証

が
発
行

さ
れ

ま

す
。
こ
の
手

続
き

は
在
宅

介
護

支
援

セ

ン

タ
ー
で
も

で
き

、
登
録

証
は

年

度

ご
と

の
更

新
と

な
り
ま

す
。

利

用

の
方

法

登
録

後
は

、
各

地
区

担
当

の
特

別

養
護

老
人
ホ

ー
ム

へ
、
直

接
電

※
利

用
に

あ
た

り
施
設

見
学

も
で

き
ま
す

。

※
な
お

、
利
川

す
る
人

が
施

設
で

の
生
活

を
不

安
に
思

わ

れ
て

い

る
よ
う

な
場

合
で
も

、
施

設
を

見

学
す

る
こ

と
に
よ

昨（
利
用

に

至

っ
た
ヶ
Ｉ

ス
も
あ
げ
ま
す

。

話
で
利
用
予
約
の
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

利
用
料

一
日
当
た
り
二
千
百
円
を
負
担

し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ

び
生
計
中
心
者
の
前
年
度
所
得
税

が
非
課
税
の
場
合
は
無
料
で
す
。

利
用
期
間

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
＝
原
則
と
し

て
七
日
以
内

（
た
だ
し
、
や
む
を

得
な
い
事
情
の
場
合
は
、
必
要
最

小
限
の
範
囲
で
延
長
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
）
。

ミ
ド
ル
ス
テ
イ
＝
。
力
月
以
内

（
介
護
者
の
入

院
等
に
よ
り
長
期

間
介
護
で
き
な
い
場
合

送
迎施
設
へ
の
人
退
所
時
は
家
族
の

希
望
に
よ
り
施
設
の
専
川
車
で
送

迎
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
下
記
の

方
た
ち
が
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ

れ
て

い
ま
す
。

国

・
県
や
Ｉ
Ｒ

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の

特
殊
法
人
に
対
し
て
の
苦
情
や
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
厳
守
さ
れ
、
費
用
は
無
料
で
す
。

ま

卿
汀
政
相
談

―
毎
月
第
二
・
四

月
曜
日
、
午
後
一
時
上

二
時

会
場

市
役
所
本
館
二
階
相
談
コ
ー
ナ
ー

圃

市
民
相
談
室

行政相談委員

氏　名 住　所 電　話

林　　 克忠 ニツ木8ﾜ 容34卜0801 番

和田　康男 松戸新田18 の4 B362 ―7853 番

渡来進太郎 高塚新田49 の1 S392-6234 番

青木美枝子 松戸1125 S362-4508 番

一
昔362-2683 番瀧田　泰子 上本郷3ﾜ30

佐藤　昌雅 金ヶ作343 を38ﾜ-1842 番

1
0／
1
2～
1
8は
行
政
相
談
週
間

国
・
県
・
特
殊
法
人
へ
の
要
望
な
ど
は
行
政
相
談
委
員
へ

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

1
0月
1
4日

～
2
0
日

は
、「
違
反

建

築

防
止

週
間

」
で

す
。

期

間
中

の
重

点
事

業
と

し
て
、
警

察
署

・
消

防
局

‘
建

築
関

係
団
体

な

ど

の
協
力

で

、
1
0月
1
5
日

水
に

冂

斉
公

開
建

築

パ
ト

ロ
ー
ル

」
を

実
施

し

ま
す

。

違
反

建
築

を
な

く
し
、

住
み

よ

い

街

づ
く

り
に

ご
協

力
ぐ

だ
さ

い
。

岡

建

築
指

導
課

建
築
指

導
係

千

葉

県

最

低

賃

金

が

改

正

!
0月
Ｉ

凵

か
ら
県
内

の

す
べ
て

の

使

用
者

と
労
働

者

（
パ

ー
ト

ー
ア
ル

バ
イ
ト

等
を
含

む
）

に
適
用

さ

れ
る

最

低
賃

金

が
次
の
通

り
改
正

さ

れ
ま

し
た

。

日

額
五
千

百

九
十
円
　

時

間
額
六

百

五
十

円

髓

千

葉
県
労

働
基

準
局

登
叩
9
9
1
一
・
4

3
1
1

番

、
二

十
四

時
間

テ
レ

フ

ォ

ン
サ
ー

ビ
ス
公
鵬
・
2
2
1
・
4
7
0
0

番

児

童

手

当
1
0
月

期

分

を

支

給

児
童

手
当
一
扣
月

期
分

（
６
～

９
月

分

）

を
指

定
預
金

口
座

に
振
り

込
み

ま
す

。
1
0月

Ｂ
凵

非
以

降
に
受

け
取

っ
て

く
だ

さ

い
。

対

驟

①
現

況

届

を
期
間

内
に
提

出

し
、
引

き
続

き
受

給

資
格

が
あ
る

と

認

め
ら

れ
た
大
②

平

成
９
年
６

月
以

降

、
新

規
に
認
定

さ

れ
た
人

系
現

況
届
未

提
出

の
大
は

、
至

急

援

護

課

へ
提
出

し
て

く
だ

さ

い
。

旧
ル
童

手

当

の

要

件

に

該

当
一
の

人

は

申

請

し

て

く

だ

さ

い

要

件

①
三

歳
未

満
の
児

童
を

養
育

し

て

い
る
こ

と
②
保

護
者

の
前
年

の

所

得

が
制
限

額
未

満
で

あ
る
こ

と

支

給
額

月
額

第
一
子

・
第

二
子
五

千

円

、
第

三
子
以

降

一
万
円

（
申

請
し

た
翌
月

分

か
ら
支

給
さ

れ
ま
す

）

受

付

窓
口

援

護
課

・
市
民

課

・
各

支

所肩

援

護
課

援
護

係

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

手

当
受

給
対
象

者
十
八

歳

の
誕
生

日

後
３

月
3
1
囗
ま

で

の
間

（
障
害
児

は
二

十
歳

未
満
）

の
児

童
を

監
護
し

て

い
る
母

、
ま

た
は
母

に
代

わ

っ
て

そ

の
児
童

を
養
育

し
て

い
る
人

（
養

育

者
）

※
次

の
場

合
、
手

当

は
受

け

ら
れ

ま

せ

ん
①

対
象

児
童

が
母

の
配
偶

者

（
内

縁
関

係
等

を
含
む

）
に
養
育

さ

れ
て

い
る
②
対

象
児
童

の
母

（
養

育
煮

が
、

国

民
年

金
（
老

齢
福

祉

年
金

を
除
ぐ

）・
厚

生
年

金
等
公

的

年

金
を
受

け
ら

れ
る
③

昭
和
6
0
年

８
月

１
日
以

降

に
手

当

の
支
給

要

件

に
該
当

し
て

か
ら
五

年

を
経
過

し

て
も
手

当

の
請

求

を
し

な
か

っ

た

な
ど

。

※
所

得
に
よ

っ
て
手

当

の
支

給
が
制

限

ま
た

は
停
止

さ

れ
る
こ

と

が
あ

り
ま
す

。

夏

援
護

課
援

護
係

総合計画案へのご意見をお聞かせくだ

さい

福祉

ファイル

ショートステイ・

ミドルステイの

ご案内



情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表ＦＡＸは……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

催

し

物

建

設

新

技

術

フ

ェ

ア

関

東

匐

1
0月
1
4
日

次
～
1
6日

水
午

前
1
0
時

～

午

後
４

時
（
1
6日

は

午

後
３

時

ま

で

）
　
会

場

建
設

省

関

東
技

術

事

務

所
（
初
富

飛
地

七

の

匸
　

内
容
「
環

境

、
コ

ス

ト
縮

減

、
安

全
」
を
テ

ー

マ

に
建
設

技
術

に
関

わ
る
新

技
術

・

新
工

法

の
公

開

・
実
演

、

講

演
会

、

地
震

体
験

、
降

雨
体

験
、
水
質
体

験

、

く

ら
し
と

土
木

技
術
コ

ー
ナ

ー
ほ

か

呰
乕

入

場
無

料

※
フ
ェ

ア
開
催
中

、

忠

信
八
柱

駅
か

ら

無
料

送
迎

バ
ス
を

運
行

筒
建

設
省

関
東
技

術

事
務
所

昔
沺

・

5
1
2
7

番

松

戸

市

吹
奏

楽

祭

1
0月
1
0日
聡
午
後
２
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
車
内
の

社
会
人
吹
奏
楽
団
三
団
体
に
よ
る
演

奏
会
　
菩
用

無
料

荷
松
戸
市

昔
楽
協
会
・
本
山
登
3
8
4
・

9
4
8
2
番
（
夜
間
の
み
）

松

戸

市

医

師

会

創

立

五

十

周

年

記

念

「

ふ

れ

あ

い

健

康

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

Ｈ
月
８

日

出
午
後

１
時
3
0
分

開
演

会
場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
第

一
部

具

澎

心
講
演
・
立
松

和
平

氏
「
自

然
の

声

を
聞
こ
う

」
、
第

二
部

＝
五

月
み

ど

り

シ

ョ
ー
「
楽
し

く
ご

い

っ
し

ょ
に

」

定
員
先

着
三

百
人
　

呰
乕

無
料

匣
（

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
電

話
番

号

を
記
入

し

て
、

干
2
7
1
松

戸
市

竹

ケ

花
四

五

の
五
三

松
戸

市
医

師
会
内

フ

ェ

ス

テ
ィ

バ
ル

事
務

局
（

昔
3
6
8・
2

2
5
5

番

）
へ

松

戸

話

し

方
コ

ン

ク

ー
ル

1
0月
1
2囗
韭
午
後
１
時
～
５
時

会
場
馬
橋
束
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

三
分
問
で
ど
れ
だ
け
自
分
を
表
現
で

き
る
か
　
定
員
三
十
人
　
春
ｍ
Ｗ

百

円
（
出
場
者
）

顏
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
田
村

昔
諂
・
8
1
5
0

番
（
夜
問
の
み
）

期　日 会　場 時　閤 プログラム

10/8㈲ 図書館本館
午後3時30 分

～4時
絵本ほか

9(木)
八柱市民センタ

ー
午後3時～4 時

アニメーショ

ン・人形劇

15(水)小金分館
午後3時

～3時40 分
絵本ほか

1衂 明市民センター
午後3時～4 時

アニメーショ

ン・人形劇
17銜
ハケ畸市民セン

ター

22團 図書館本館
午後3時30 分

～4時
絵本ほか

23困 矢切公民館

午後3時～4 時
アニメーショ

ン・人形劇
24銜

東 部 ス ポ ー ツ パ

ー ク

30(*)
和名ケ谷スポー

ツセンター

と

も

し

び

読

書
会

1
0月
1
6日
印
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
北
越
雪
譜
」
鈴
木
牧
之

編
選
　
曹
用

三
百
円

惠
電
話
二

二
戸
容
沺
・
7
6
6
0

番

へ松

戸

交

通

安

全
母

の

会

「
交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー
」

1
1月
３
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
市
民
会
館

※
品
物
の
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
大
人
の
古
着
は
不
可
）

荷
姿
全
課
庶
務
係

ク

リ

ー

ン

ウ

ェ

イ

ス

ト

千

葉

匐

Ｈ
月
1
4
凵

奕
午
前
1
0
時
～
午

後
０

時
4
5
分
　

会
場

青
葉

の
森
公

園
芸

術

文

化

ホ
ー
ル
（
千
葉

市
）
　
内

容
演
劇

「
や
め
て

ん
か
！

不
法

投
棄
」
ほ
か

定

員
二
百

人
（
抽

選
）
　
杤
用

無
料

圃
1
0月
1
5
日
水
〔
消
印
右
効

〕
ま
で
に
、

往

狠
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
性
別

・
職

業

・
電
話
番

号

を
記
入

し

て

、

〒
沺
千

葉

市
中

臾
区

市
場
町

一
の
一
県
庁

産
杲

啀
棄
物

課
（
昔
㈲
・

凹

・
2
6
5
6

番

）
へ

文

化

祭

矢

切

邦

楽

之
部
（
小

唄

）

演

奏

会

1
0月
1
9日
韭
午
後
１
時
開
演
　
会

場
矢
切
公
民
館
　
春
乕

入
場
無
料

問
葵
会
小
唄
・
三
味
線
矢
切
教
室
・

加
沢
昔
3
6
2
・
3
6
5
3

番

対象3～9 歳　費用無料　でんわおはなしキャラバン登

3刀 一0000 番

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられ

ます。

[賍市立図書館登365- 引 巧番

健

康

・

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「

げ

ん

き

フ

ェ

ス

タ

ち

ば

切

」

1
0月
1
9
日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
３

時

会

場
か

ず
さ

ア
ー
ク

（
木
更
津

市
）
内

容

タ
レ

ン
ト
千

堂

あ
き
ほ

の

ヘ
ル

シ

ー
ド

ー
タ

ー
ヘ
ル

シ

ー
チ

ェ

ッ

ク
コ

ー
ナ

ー
・
体

力
測

定

・
牛

一

頭
分

バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
大
会

ほ

か

嚮
千

葉
県

青
少
年
女

性
課

昔
㈲
・
叨一

・
2
3
3
2

番

巡

回

被

害
者

相

談

1
0月
1
7日
金
午
後
１
時
～
５
時

会
場
柏
市
甲
臾
公
民
館
（
登
０
４
７

１
・
6
4・
1
8
1
1

番
）
　
内
容
犯

罪
や
交
通
事
故
等
で
困
っ
て
い
る
人

へ
の
犯
罪
被
害
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
精
神

的
な
悩
み
も
可
）
　
眥

拑
無
料

圃
千
葉
県
警
察
本
部
刑
事
部
刑
事
総

務
課
被
害
者
対
策
係
昔
㈲
・
ｒ

・
9

1
3
1
内
線
ｎ
／】９
３
り乙
番

松

戸
ひ

ば
り

保

育

園

「

保
育

の

日

」
　一
般
公

開

1
0月
1
5日
水
＝
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ

教
育
を
経
験
し
よ
う
（
対
象
二
歳
以

占

、
1
6日
米
＝
リ
ズ
ム
あ
そ
び
（
国

立
音
楽
院
の
先
生
を
迎
え
て
）
、
1
7

日
糜
＝
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
公

演

時
間
各
午
前
1
0時
～
Ｈ
時

費

用
無
料

鬩
松
戸
ひ
ば
り
保
育
園
登
謁
・
0
3

3
6
番

喜

楽

家

バ

ザ

ー

1
0月
1
9日
韭
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園
（
雨
天
の
場
合

は
喜
楽
家
）

盗

貝
物
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

物
品
の
提
供
や
お
手
伝
い
し
て
く

れ
る
人
を
募
集
中

崑
喜
楽
家

昔
錮
・
9
9
5
1

番
（
月

曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

人

形

劇

団

ポ

ポ

囗
「
1
4
ひ

き

の

ひ

っ

こ

し

だ

」

①
1
0一月
1
8
日

出
午

後
５

時
～
６

時

卸

就
②
1
0月
1
9
日

㈲
午
後

２
時
3
0
分

～

４
時

会
場

引
夭
切
公

民

館

堕

附

流
山
セ

ン

タ
ー

内
容

幼
児
向

け
人

形

劇
　

呰
用

子
三
百
円
（
四
歳
以
上
）

筒
松

戸
西

子

ど
も
劇

場

・
菊
地

昔
3
6
1

・
1
6
0
6

番

「

こ

と

ば

を

育

て

る

親

の

会

」

バ

ザ

ー

1
0月
1
9日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
貝
の
花
小
学
校
体
育
館

鬩
松
戸
市
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会

・
岡
野
昔
0
1
0
・
8
2・
3
8
0
8
2

番

移
動
児
童
館
「
親
子
で
遊
ぼ
う

会
」
追
加
募
集

曜日 時間 会　場 対象/定員

水

-一一‥
ﾒｼ

ア

時

青少年会館 ②/11人

本 運動公園 ②/ﾜ人

金
東部スポー

ツパーク

皿 ）

拓人

期間11月～10年3月

①平成6年4月２日～ﾜ年4 月旧

生まれ

②平成5年4月２日～6年4月旧

生まれ

内
容

児
篤

厚
生
貝

の
七
阻
辱
の
も
と
、

保

護
者

に

よ

る

企
画

や
集

団

遊

び
、

体
育

遊

び
な
ど

惠
1
0月
1
4
囗
㈹
〔
消

印
右
効

〕
ま
で

に
、

往

俊
（

ガ
キ
に
会

場
名

・
住

所

・
電

話
番

号

・
親
の
氏

名

・
子

の
名
前

と

生
年

月
日

・
返
信

用

あ
て
名

を
記
入

し
て

、

〒
2
7
0
松

戸
市

常
盤
平

西
窪
町

匸

一
常

盤

平
児

童

福

祉
館
（
登
χ

・

3
3
2
0

番

、
月

曜
休

館
）
へ

※
応
募
者

多
数

の
場
合

は

抽
選

。
前

期

登
録
者

は
応

募
不
可

全

国

一
斉

親

子

で

楽

し

む

ネ

イ

チ

ャ

ー

ゲ

ー

ム

大

会

「
木

と

友

達

に

な

ろ

う

」

1
0月
1
9
囗

㈲
午

前
1
0
時
～
午

後
０

時
3
0
分

（
小

雨

決
行
）
　

会
場
千

葉

大
学

園
芸
学

部
（
集

合
は
正

門
前

）

内
容
五

感
を

通
じ

て
自
然

と
親

し
む

杤
乕

大
人
三
百

円

・
子

ど
も
二
百

円

筒
ま

っ
ど

ネ
イ
チ

ャ

ー・
ゲ

ー・
ム
の
会

・
山

中

登
3
4
2・
4
3
3
5

番
（
夜

間

の
み

）

社
交

ダ
ン

ス
フ

リ
ー
パ

ー
テ
ィ

ー

1
0月
1
2日
㈲
・
2
6囗
㈲
、
各
午
後

２
時
～
５
時

会
場
勤
労
会
館

費

用
一
回
五
百
円

筒
フ
リ
Ｌ

ン
ヤ
ふ
れ
あ
い
会
・
小
河

昔
巓
・
8
1
5
0

番
（
夜
間
の
み
）

東

京

湾

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

完

成

記

念

イ

ベ

ン

ト

Ｈ
月
2
1
日

金
～
2
4日

伽
　

命
場

東

京

湾
ア

ク

ア
ラ
イ

ン
　

内

容

ア
ク

ア

ラ
イ
ン

上
に

Ｉ
ご
に
わ
た

る

フ
ラ

ワ

ー・
ロ

ー
ド
を

開
設

、
県
内

の
観

光
紹

介

・
物

産
販

売

・
伝

統
芸

能

披
露

ほ

か
　

定

員
各
日

二
万

人
　

杤
乕

無
料

申
込

期
限
1
0月
1
5
日
水

鬩

千
葉
県

東
京

湾
ア

ク
ア

ラ
イ
ン
完

成

記
念

イ

ベ
ン
ト

実
行
委

員
会

事

務

局

昔
㈲
・

炳一
・
3
2
8
4

番

借

地

借

家

の

無

料
相

談

1
0月
1
3日
丱
午
後
１
時
～
４
時

龠
殲
茹

労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

黯
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷

昔

諂
・
３
ｒａ
４
８
番

松

戸

市

文

化

祭

吟

行

俳

句

大

会

受
け

付
け
1
0一
月

Ｈ
日

出
午
前
1
0
時

～
正

午
（
森

の
ホ

ー
ル
2
1
玄
関

）
　
吟

行

午

後

１

時
～

５

時
（
吟
行

地

は
2
1

世
紀

の
森

と
広
場

、
会

場

は
森

の
ホ

ー
ル

笆
　

眥

廖
Ｔ
円

※
吟
行

句
三
句
提

出
（
午
後
ｏ

時
3
0分

ま
で

）
。
欠
席

扠

句
は
不

可

。
雨

天

決
行

鵞
松

戸
市

俳
句
連

盟

・
大
井

昔
鰯

・

3
1
8
5

番

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

捕

獲

調

査

2
1世

紀

の

森

と

広

場

内

の

千

駄

堀

池

で

は

、

故

意

に

放

流

さ

れ

た

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

が

他

の
小

魚

を

食

べ

て

増

え

続

け

て

い

る

た

め

、

生

息

状

況

を

把

握

す

る
調

査

を

行

い
ま

す

。

1
0月
2
5
日

出

午

前

稍一
時

～

正

午

会

場

士
駄

鑿
池

定
一
罘
一（

十

人
（
抽

選
）

対

象

車

回

仕
住

の

小

学

五

年

生

か

ら

中

学

三

年

生

で

、

道

具

を

持

参

で

き

る

ル

ア

ー

釣

り

経

験

者

巫
1
0
月
1
3
日

丱
〔
必

着

〕
ま

で

に

、
往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・
電

話

番

号

・
学

年

を

記

入

し

て

、

〒

９
一
松

戸

市

千

駄

堀

二

六

九
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

管

理

事

務

所

（

登

諂

・
8
9
0
0

番

）

へ

ス
ポ
ー
ツ

軽スポーツ教室

教室名 日　時 会　場 費用 問い合わせ

グラウンド

・ゴルフ

10/12
日

ぶ
品

幸

ｉ

高木小学

校校庭

無

料

体育指導委員

宍戸昔389－8副5 番

ソフトバレ

ーボール

10/19

(日)
新松戸西

小学校体

育館

体育指導委員

加藤容343-9830 番

ラージボー

ル卓球

10/19

旧）

体育指導委員

宮崎S346 ―432ﾜ番

インディア

カ

一一‥
10/19

(日)

体育指導委員

梶野Q342-2602 番

日会場で[面 当

秋

季

体

育

祭
（
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

）

ｎ
１月

３
日
冊

午
前

８
時
3
0
分
受

け

付

け

、
９
時

開
始
　

会
場
栗
ヶ

沢
公

園
庭
球

場

対

象

車
内
在
住

こ
仕
勤

・
在
学

・
在

ク
ラ

ブ
の
人

丿
胥
目
男

女

別
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ

・
四

十
五
歳

以
上
（
必
ず

ラ
ン

ク
を
記
入

）
　
ル
ー

ル

国

際
ル

ー
ル
　

杤
笛
ニ

チ

ー
ム
ニ

千

円

圃
1
0
月
1
7
囗

窩
ま

で
に
所

定
の

振
込

用
紙

で

蒜

髢
尸
市

ソ
フ
ト

テ
ニ

ス
連
盟

・
小

倉

容
3
4
5・
0
8
9
9

番

行

政

書
士

会

無

料

相

談
会

1
0月
1
8日
出
・
1
9日
韭
午
前
1
0時

～
午
後
３
時

会
場
坦
怛
駅
東
ロ
サ

ン
サ
ン
広
場

内
容
遺
言
相
続
・
会

社
設
立
・
入
国
管
理
の
申
請
手
続
な

ど
行
政
機
関
提
出
書
類
の
作
成

圜
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部
・

遠
藤

登
3
8
8
・
7
1
4
0

番

千

葉

司

法

書

士

会

無

料

法

律

相

談

1
0月
６

囗
非

～
９
日

水
午

前
９

時

～

午
後
５

時

会
場

車

…内‥司

法
書

士

事

務
所
　

内
容
不

動

産
の
相

続

ふ
冗

買
等

の
登
記

、
訴
訟

書
類
の
作
成

贊
千

葉
司

法
書

士
会

容
鵬
・

謁
・
2

6
6
6

番

ウ

ェ

イ

ト

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

教

室

い
1
1
1
1
J

月
２

日
～
3
0
日

の
毎
週
日

曜
日

（
全
五

回
）
、
午

前
1
0
時
～
正

午
　

会

場
運

動
公

園
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
室

・
小

体

育
室

対
象

咼
校
生

以
上

定

員

先

着
三
十

人
　

巷
兩

無
料

車
電

話
ま

た
は

直
接

ス
ポ

ー
ツ
課

登

3
6
3
・
9
2
4
1

番

へ

消

防

杯

防

火

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
ミ

ッ

ク

ス

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

Ｈ
月

９
日

㈲
午
前

８
時
3
0
分

か
ら

〔
予
備

日
1
1
1
1
1

月
1
6
日

㈲
〕
　
会
場
松

戸

テ
ニ

ス
ク

ラ
ブ
　

種
目
混
合

ダ
ブ
ル

ス
　

対

象
テ

ニ
ス
を

職
業

と
し

な

い

人
　

定

員
百
二

十
八

組
　

春
帛

一
組

六
千
円

（
市
社

会
福

祉
部

へ
寄
付

）

惠
1
0
月
1
7
日

金
ま
で

に
、
所
定

の
用

紙
で

松

戸

テ
ニ

ス

ク

ラ
ブ
（

登
屁

・

3
0
4
7

番
）
へ

松

戸

市

民

秋

季

ボ

ウ

リ

ン

グ

大

会

Ｈ
月
２

囗

㈲
午
前
1
0
時
集

合
　

会

場
松

戸

サ
ニ

圭

フ
シ
ド
　

対

象
車

内

在

任
（
中
学

生
以

上
）
・
在

勤

の
人

定

員
先
着

九
十

人
　

内

容
男
子

・
女

子

へ
ン
ユ

ニ
ア
部

門
各
三

ゲ

ー
ム
ト

ー

タ
ル

で
順

位
決
定
　

眥

塵

ニ
ゲ

ー

ム
千
五
百

円
（
中

二
咼
校
生

は
千
円

）

匣
1
0
月
2
6
囗

㈲
ま

で
に
費

用
を

添
え

て
直
接

市

内
の
各

ボ

ウ
リ

ン

グ
場

へ

臂
松

戸

市

ボ
ウ
リ

ン

グ
協

会

・
細

谷

登
錮
・
9
7
5
1

番

チャンネル



平

成

９

年

度

下

水

道
排

水

設

備

工

事
責

任

技

術

者
試

験

平
成
1
0年
２
月
2
2日

㈲
　
会
場
千

葉
敬
愛
大
学
（
千
葉
市
）

※
今
年
度
か
ら
日
本
下

水
道
協
会
千

葉
県
支
部
が
県
下
統
一
し
て
実
施

※
申
込
書
は
1
0月
1
3日
丱
～
2
4日
吻

の
間
、
市
下

求
道
普
及
課
で
配
布

圜
下

水
道
普
及
課

東

葛

飾

地

方

中

学

校

駅

伝

競

走

大

会

に

伴

う

交

通

規

制

を

実

施

1
0月
1
8日

出

〔
荒
天

の
場
合

は
2
0

日

丱
〕
午
前
1
0
時
5
0分

～
午

後
Ｏ
時

洳
分
　

規
囿

區

甲
少
金
北
中
正

門

～

広
徳

寺
～
松

本

清
記
念

館
～
大

谷
口

陸
橋

～
小

金
中
入

口
～

新
松
戸

ダ
イ

エ
ー
～
馬

橋
立

体
入
口

交
差

点
～

栄

町

六
丁
目
（
ゆ
り

の
き
通

り
）
～

栄
町

一
丁

目

～
県
道

松
戸

野
田

線
～

古
ヶ

崎
南

小

通
り

圭

二
郷
有
料

橋
下

～
江

戸
川

沿

い
県
道

～
中

部
小
学

校
前

棘
保

健
体

育
課

体
育

係

登
3
6
6・
7
4

5
9

番

お
知
ら

せ

秋
ま
つ
り
イ
ン
・
サ
ン
ロ
ー
ド
フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ

ト
出

店

者

を
募

集

1
0月
2
5
囗

叱
正
士

午
後
４
時
〔
雨

天

中
止

〕
　

会
場

サ
ン

ロ

ー
ド
五
香

商

店
街

Ｄ
０

０
Ｙ

Ａ
（

デ
ウ
ー
ヤ
）
前

対

象
二

十
歳
以

上

の
個

人
ま

た
は
団

体
　

区

画
二

回

×
二
回
　

募

集
数
二

十
五
区

画
　

呰
乕

五
百
円

、

駐
車

料

七
百
円

圃
1
0
月
1
0
囗

㈲
正

午
～

午
後

２
時

の

問
に

、
商
店

街
事

務
所

に

て
先
着
順

に
受

け
付
け

嚮
秋

ま

つ
り

イ

ン

ー
サ
ン

ロ

ー
ド
実

行

妛
貝
（

サ

野
村

昔
3
8
6・
2
9
2
9

番
（
月
・
水
・
木

曜
日

の
午

前
1
0
時
3
0

分
～

午
後
３

時

）

1
0月

は
「

労

働

保

険

適

用

促

進

月

間

」
で

す

加

入
手

続
き

の
お

済
み

で
な

い
事

罘

工
は

、
最

寄

り

の
（

ロ

ー
ワ

ー
ク

（
公

共

職
業

安
定

所

）
、
労

働
基

準
監

督
署

で

ご
相
談

く
だ

さ

い
。

嚮
松

戸
公

共
職

業
安

定
所

登
鏥
・
6

1
0
0

番

、
柏

労
働

基
準

監
督

署

公

０
４

７
１

・
6
3・
Ｏ

り乙
４

’にａ
番

中

国

人

技

術

研

修

生

の

ホ

ス

ト

フ

ァ

ミ

リ

ー

を

募

集

Ｈ
月

１
日

出
～

２
日

㈲

〔
一
泊
二

日

〕
　

内

容

諾
海
外
技

術
者
研

修
協

会

の
中
国
人
技

術
研
修

生
（
社
会
人
・

全

員

で
十

六

人

）
の
ホ

ス

ト

フ
ァ

ミ

リ

ー
　

謝
礼
無

償

車
電

話

で
縋
松

戸
市
国

際
交

流
協

会

（
市

役
所

新
館
五

階
）
　へ

福

祉

公

社

非

常

勤

職

員

を

募

集

職
種

ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
　

採
用
人

数
二

十

人
程
度
　

資

格
介
護
福

祉
士

ま
た

は
ホ

ー
ム
ヘ

ル
パ

ー
養
成
研

修

一
上

二
級
課

程
修
了

者

（
市

…鬥
医

療

機

関

、
福
祉
施

設
勤

務
者

を
除
く

）

※
1
0月
1
1
日

出
午

前
1
0
時
か
ら

福
祉

公

社

で
説
明

会

を
行

い
ま
す

。

圃

診
松

戸
市
福

祉
公

社

（
総
合
福

祉

会

館
内

）

容

窕
・
2
9
4
1

番

再

生

自

転

車

を

即

売

1
0月
1
9
囗

韭
～
2
1
囗

㈹
、
午
前

８

時
3
0
分

～
午

後
３

時
　

会
場
生

き

が

い
福
祉

セ
ン

タ
ー
　

販

売
兮
薮

三
十

台
（
売

り
切

れ
次
第

終
工
　

価
格
じ

千
円

～

一
万

一
千
円

交
通
五

香
駅

東
口

か
ら
新
京

成
バ
ス
「
小

新
山
」
行

き
ま
た

は
「
柏
陵
高

校
」
行
き

で
、
新

栄
町

入
ロ

ド
車

羆

社
松

戸
市

シ
ル

バ

ー
人
材

セ
ン

タ

１－・
昔
韶
・
９ａ
ｌ
（ｑ
″１

番

教

育

委

員

会

会

議

を
開

催

1
0月
９
日
印
午
後
３
時
3
0分
か
ら

会
場
京
葉

ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

涛

至

議
案
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

嚮
教
育

官
貝
会
企
画
調
整
室

登
鰯
・

7
4
5
5
番

松

戸
市

社
会

福
祉

協

議

会

に

関

す

る

資

料

を
募

集

松
戸
市
礼
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

発
足
三
卜
周
年
に
あ
た
り
記
念
誌
を

発
刊
し
ま
す
。
当
協
議
会
に
関
係
の

あ
る
資
料
を
お
持
ち
で
、
貸
与
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
1
0月
3
1日
金
ま
で

に
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
料
の
内
容
昭
和
4
3年
前
後
か
ら

昭
和
6
0年

ご
ろ
ま
で
の
写

具
・
記
事

・
資
料
な
ど

臂
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

登
3
6
8
・
0
5
0
3

番

危

険
物

取

扱

者

試
験

Ｈ
月
3
0囗

㈲
　
会
場
日
本
大
学
生

産
工

学
部
滲
田
沼
校
舎
　
費
用
甲
種

五
千
円
・
乙
種
三
千
四
百
円
・
丙
種

二
千
七
百
円
（
振
り
込
み
）

圃
1
0月
1
3囗

菲
～
1
6日
印
の
問
に
、

消
防
局
と
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い

る
願
書
を
松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局

（
市
消

防
局
予
防
課
内

昔

沺
・
1
1
1
1

内
線
Ｗ
Ｊ
番
）
へ

※
希
望
者
に
は
講
習
会
や
模
擬
試
験

を
有
料
で
実
施
。
テ
キ
ス
ト
の
頒

布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
・
講
演

図

書

館

市

民

講

座

・

文

学

連

続

講

座

「

昔

話

を

読

む

Ｉ

ロ

承

文

芸

の

世

界

」

1
1
一
月
６

囗

～
2
7口

の
毎

週
木
曜

日

（
全
四

回
）
、
各

午
前
1
0
時

～
正

午

会
場

市
民

劇
場

内

容
大

府
島

太
郎

「
大

人

の
恋

の
物
語

」
⑦
桃

太

郎

∴

寸

法

師
「
少

年

英

雄

の
活

躍

」
③

シ

こ
め
ふ
夕’丶ｂ
わ
ふ
く

ン

デ
レ

ラ

・
米

福

粟
福
「
少

女

の
成

長

物

語
匸

①
笠
地

蔵

・
花

咲
爺

「

や

さ
し

さ
と
意

地
悪

」
　

講
師
千

葉
大

学

文
学

部
助

教
授

∴
二
浦

佑
之

氏

定

員
五
十

五
人
（
抽
選

）
　
蓉
用

無
料

惠
1
0
月
1
7
日

金
〔
必
着

〕
ま

で

に
、
往

復
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

電

話
番

号
記

入
し

て
、

〒

蹈
松

戸
市

松

戸
二
〇

六
〇

市

立
図

書
館
（
容

莇

・｛
にａ
１

１
［
Ｄ
番

］
へ

さ

わ

や

か

ハ

ー

ト

講

演

会

「

心

と
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

1
0月
2
8
日

肉
午

後
１

時

丿
分

か
ら

会

場
さ
わ
や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ

ザ
（
柏

市

）
　
講

師
元

Ｎ
Ｈ

Ｋ

ア

ナ

ウ
ン

サ

ー

・
相

川

浩
氏
　

定

員
三

百

人
（
抽

選
）
　

苣

拑
無
料

惠
1
0
月
1
6日

米
〔
必
着
〕
ま

で
に
、

往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
干
2
7
1

松
戸
市
小
根
本
匕
束
葛
飾
地
域
県
民

セ
ン
タ
ー
講
演
会
係
（
容
茹
・
3
0

0
8
番
）
へ

連

続

ま

ち

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

市

で
は

、
多
様

な
市

民
主

体
の
ま

ち

づ
く
り
活

動
を

具
体

的
な

ま
ち

づ

く
り

に
結

び

つ
け
る

た
め
、
市

民
と

の

パ
ー
ト

ナ

ー
シ

ッ
プ
型
ま

ち

づ
く

り
を

議
論

す

る
「
連

続
ま
ち

づ
く
り

フ

ォ
上

フ
ム
」

を
四

回
に

わ
た

っ
て

開
催

し
ま

す
。

第

一
回

稍一
月
2
5
日

出
午
後

１
時
3
0

分

～
４
時
（
午
後

１
時
受

け
付

け
）

会
場

市
役
所
議

会

棟
三

階
特
別

委
員

会
室
　

内

容
市

民
ま
ち

づ
く

り
活
動

報

告

・
パ

ー
ト

ナ

ー
シ

ッ
プ
型
ま

ち

づ
く
り

推
進

へ
の
課

題

の
討

論

ほ
か

定
員

先
着
五

十
人
　

春
用

無
料

圃
1
0
月
９
口

米

ま
で

に
、
電

話
ま
た

は
フ

ァ
ク
ス
で

建
設

局
企
画

調
整
室

町

莇
・
7
7
6
1

番

へ

※
以

降

は
I
1
1月
2
9
日
、
１
月
1
7
囗

。

２

月
2
8
日

の
各
上

曜
日
を

予

定

や

さ

し

い

囲

碁

教

室

（
入

門

・

初

級

）

入
門

＝
1
0月
1
9
囗

～
Ｈ
月
3
0
日

の

毎

週
日

曜
日
（
全

じ
回

）
、
初
級
－
1
0

月
1
7
日

～
Ｈ
月
2
8
日

の
毎

週
金
曜

目

（
全

七
同

）
　
会
場
日

本
棋

院
松

戸
生

涯

学
習

支
部

内
容

人
門

＝
ミ

ニ
盤

か
ら

、
初
級

＝
基

礎
か

ら
　

春
用

一

川
五
百
円

鶩

日
本

棋
院
松

戸
生

涯
学
習

支

部

・

…百
島

登
誣
・
3
0
2
2

番

ス

プ

レ

ー

塗

料

を

回

収

し

て

い

ま

す「
ア
サ
ヒ
ペ
ン
。
／
ニ
ュ
ー
ス
プ
レ
ー

ー

」

黒

・

ツ

ヤ

消

し

黒

・
チ

ョ

コ

レ

ー

ト

、
「
ア

サ

ヒ

ベ

ン

ノ

ミ

ニ

ス

プ

レ

ー

」
ブ

ラ

ッ

ク

ー
ツ

ヤ

消

し

ブ

ラ

ッ

ク

ー
チ

ョ

コ

レ

ー

ト

は

、

製

造

後

五

、

六

年

を

経

過

す

る

と

破

裂

す

る

恐

れ

が

あ

り

ま

す

。

※

製

浩
業

者
〔
㈱

ア

サ

ヒ

ペ
ン

昔
Ｏ

Ｉ

２

０

・
3
0・
7
4
4
7

番

〕
で

回

収

作

業

を

行

っ

て

い
ま

す

の

で

、

お

持

ち

の
人

は

連

絡

を

。

嚮

消

費

生

活

課

消

費

生

活

係

昔
3
6
6・

7
3
2
9

番

ト
レ

ー
ニ
ン

グ
機
器

操
作
講
習
会

1
0月
Ｈ
日
出
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
匕
の
人

三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人
　
持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
蓉
乕

無
料

圃
電
話
で
青
少
年

会
館

容
川
・
8
5

5
6
番
（
月
曜
休
館
）
へ

働

く

女

性

の

ア

フ

タ

ー

フ

ァ

イ

ブ

セ

ミ

ナ

ー

1
0月
2
1日

肉

・
2
8日

㈹
、
午

後
６

時
4
5
分

～
８
時
3
0
分

会
場

女
性

セ

ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ

ど
　

内
容

仕
事

の

ス

ト
レ

ス
を
活

力
に

～
心

・
か
ら

だ

・
コ
ト

バ
の
リ

フ
レ

ッ
シ
ュ

法

（
講

義

と
実

技
）
　

講

師
女

優

・
西
宮

小

夜
子

氏
　

対
乖

車

…閂
在

住

・
在
勤

の

女

性

定
員
先

着
二

十
五

人

費
用

無

料

圃

電
話

で
矢
切
公

民
館

登
3
6
8・
1
2

1
4

番
（
月

曜
休

館
）
へ

秋

の

陶

芸

一
日

教
室

1
0月
1
5日
水
①
午
前
９
時
丿
分
～

Ｈ
時
3
0分
②
午
後
Ｏ
時
1
5分
～
２
時

巧

笈
⑤
午
後
３
時
～
５
時

会
場
陶

松

（
車

皿
病
院
裏
）
　
定
員
先
着
各

卜
二
人
　
啓
乕

五
百
円
（
陶
土
・
焼

き
代
別
）

用
電
話
で
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小

堀

登
莇
・
7
7
2
6

番
へ

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
四
十
六
　
妊
娠
・
出
産
と
口
腔
ケ
ア

よ
く
、
子
ど
も
を
産
む
と
歯
が

悪
く
な

る
と
言
う
人

が
い
ま
す
。

お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
カ
ル
シ

ウ
ム
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で

す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
き
な
原
因
は
妊
娠
・
出
産

の
時
期
を
通
じ
て
、
お
母
さ
ん
の

食
生
活
や
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱

れ

て
し
ま
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
と

い
う
の
は
、
一
度
萌
出
し
た
歯
の

カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
は
起
こ
ら
な
い

の
で
、
妊
娠
・
出
産
に
よ
っ
て
歯

が
弱
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら

で
す
。
今
回
は
、
妊
娠
・
出
産
と

口
腔
ヶ
ア
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。女
性
に
と
っ
て
出
産
は
一
大
事

業
で
す
が
、
そ
の
期
間
さ
ま
ざ
ま

ふ

れ

あ

い

教

室
　

英

会

話

中

級

２

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

ー
エ

ク

サ

サ

イ

ズＨ
月

５

囗
～
１

月
2
8
日

の
毎

週
水

曜
日

（
1
2月
3
1
日

を

除
ぐ
、

全
十
二

回
）
、

午
後
６

時

誚
分
～

８
時
3
0
分

会
場
勤

労
会

館

対
乖

車
回

仕
住

・

在
勤

の
勤
労

者

定
員

①
二
十

人
②

五
十

人

（
各

抽

選
）
　

内
容

①
日
常

会
話

中
級

②
ス

ト
レ

ッ
チ
運

動
～

軽

い
エ
ア

ロ
ビ

ク
ス
運

動
～
コ

ン

デ
ィ

シ
ョ
ニ

ン

グ
（
筋

ト

レ
）
～

ス
ト

レ

ッ

チ

、
体

ほ
ぐ
し

ま
で
　

費

用

①
テ

キ

ス
ト
代
実

費
②

無
料

匣
1
0
月
2
0日

菲
〔
消

印
有
効

〕ま
で

に
、

往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電
話
番

号
・
講

座
裝
を

記
入

し
て
、

干
汨一
松
戸

市
根

本
三

八
七

の
五

松
戸

市

役
所
商
工

観

光
課

労
政

係
（
昔
3
6
6

・
7
3
2
7

番

）
へ

な
体
調

の
変
化

を
体

験
し
ま

す

。

妊
娠
初
期

の
最

大
の
リ
ス

ク
は

、

つ
わ
り
に
よ
る
諸
症
状
（
生
つ

ば
・

空
腹
時

の
吐

き
気

・
む

か

つ
き

・

食

物

嗜

好

の
変

化

な

ど
）
を

紛

ら

わ
す

た
め

に
、
手

っ
取

り
早

い
ビ

ス

ケ
ッ
ト

や
キ

ャ
ン

デ
ィ

ー
、
冷

た
く

て
口
当

た
り

の
良

い
清

涼
飲

料
な

ど

の
飲
食
回

数

が
増
え

、
加

え

て

口
腔
清

掃

が
不
十

分
に

な
り

が
ち

な
こ

と
で
す

。
こ

の
時

期
に

は

、
食

べ
ら

れ

る
物

を

食

べ
て

、

調
子
の
い
い
と
き
に
は
ま
め
に
ブ

ラ
ッ
シ
ン

グ
す
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

歯

ブ
ラ
シ
は
子
ど
も
用
な
ど
な

る
べ
く
ヘ
ッ
ド
の
小
さ
な
物
を
選

び
歯
磨
き
剤
を
付
け
ず
に
磨
く
と

良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
飲
み
物

保
健
・
衛
生

骨

粗

し

ょ

う

症

予

防

検

診

1
1
1
1

月
７
日

窩

＝
中
央

保
健
セ

ン

タ

ー
・
1
0日

丱

＝
常

盤
平
市

民
セ

ン

タ

ー
・
1
4日

金

＝
小

金
保

健
セ

ン
タ

ー

時
間
午

前
と

午
後
を

予

定

（
後
日

連

絡

）
　

対

象
昭
和
3
3
年
４
月

１
日

～

3
8年

３
月
3
1
日

生
ま

れ
の
女
性

（
妊

娠
中

の
人

を
除
ぐ

）
　

検
査
法

エ
ッ

ク
ス
線

を
指

の
骨

に
照

射

霍

貝
先

着

六
百
人
　

費
用
五

百
円

圃
1
0
月
2
7日

卿
〔
消
印

有
効
Ｔ

で
に
、

（

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
生
年
月

日

・
希
望
会

場

を
記
入
し

て
、

〒

蹈
松
戸

市
竹

ケ
花

七
四

の
三

松

戸
市

中
ｍ（
保

健
セ

ン

タ
ー
内
健

康

課

検
診
係
（
登
鰯

・
7
4
8
7

番

）
へ

に
つ

い
て
は

な
る

べ
く
清

涼
飲

料

は
避
け

、
で

き
れ

ば
緑
茶

を
お

勧

め
し
ま

す

。
緑
茶

に
は

、
ビ

タ
ミ

ン
Ｃ

・
カ
テ

キ
ン

ー
フ

ッ
素
等

が

含

ま

れ
て

い
る

の
で
、
口

腔

ば
か

り
で

な
く
全

身

の
健

康

の
た

め
に

も
利
点

が
あ

り
ま
す

。

妊
娠

・
出

産

の
時
期

を
通
じ

て

共

通

す
る

の
は
、

飲
食

回
数

の
増

加

と

生
活
リ

ズ

ム
の
乱

れ
に
よ

る

口
腔
環

境

の
悪

化

で
す

。
妊

産
婦

の
方
は
、
ま
ず
自
分
自
身
の
歯
の

本
数

、
磨

き
癖

、
歯
科

疾
患

の
リ

ス

ク
を
き
ち

ん
と

把
握

し
て

、
ラ

イ

フ
ス

タ
イ

ル

に
あ

っ
た
口

腔
ケ

ア
を

実
践
し

て

い
た
だ

き
た

い
も

の
で

す

。
母

親
学

級
等

で

の
基
本

的

な
知
識

を
も
と

に
し

て
、

歯
科

医
院

で
そ

の
人

に
あ

っ
た
個

別

の

指
導

を
受
け

る
と
良

い
で
し
ょ
う

。

お
母

さ

ん
が
正

し

い
口
腔
ヶ

ア

の
知

識
を

身
に
付

け
実

践
す

る
こ

と

は
、
子

ど
も

の
虫
歯

予
防

に
と

っ
て
も
最

大

の
武
器

に
な

る
こ
と

を
自

覚
し

て
頑
張

っ
て

い
た
だ
き

た

い
と
思

い
ま

す
。

（
松

尸
歯

科
医
師

会

）

酒
の
悩
み
ご
と

相
談
・
家
族
教
室

1
0月
９
日
印
・
2
3日
内
、
午
後
１

時
3
0分
～
４
時
3
0分

会
場
松
戸
保

健
所
　
内
容
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
か

か
え
た
本
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に

専
門
医
師
と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員

ま
た
は
保
健
婦

が
相
談
　
春
乕

無
料

用
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班

音
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

医

療

機

関

マ

ッ

プ

を

配

布

し

て

い

ま

す

市
で

は
、

転
入
者
（
世
帯

の
み

）
に

救

急
時

に
役

立

つ
医

療
機

関

マ
ッ

プ

を
配
布

し
て

い
ま

す
。
市

役
所
市

民

課

・
各

支
所

・
保
健

衛
生

課
に
置

い

て
あ
り

ま
す

。

※
ま

だ
お
持

ち
で

な

い
世

帯
に

も
配

布
し

て

い
ま
す

。

嚮
保
健

衛
生

課

昔
屁

・
7
4
8
2

番



テ

ニ
ス
に
出

会

っ
て
五
十

年

。

学
生

時
代

に
選
手

と

し
て
活

躍
し

て

い
た
増

田

さ
ん

は
、

い
ま
、

指
導

者
と

し

て
選
手

の
育

成

に
努

め
て

い
る

。「

ゲ

ー
ム
に

勝

つ
こ
と

は
結

果
で

あ
り

、
目

標

に
向

か

っ
て

努

力

す

る

こ

と

が
大

切

」
と

近

ご
ろ

の
モ

ヤ
シ

ツ
子

た

ち
に

喝

を
入

れ

る
。

全
日

本
学

生

ソ
フ
ト

テ

ニ
ス
同

好
会

連

盟

や
全
日

本

ジ
ュ

ニ
ア

ソ
フ
ト

テ

ニ

ス
連

盟

の
会

長

を
長

年

務

め

、
毎

年

、

白

子
町

に

約
一
万

人

の
選
手

を
集

め

て

全
国

大
会

を
開
催

す

る
な

ど
、

子
ど

も

た
ち

の
育
成

に
尽
力

し

て

い
る
。

ま

た
、

地
域

に
少

し
で

も
貢

献
で

き

れ

ば
と

の
思

い
か
ら

、
小

学
生

を
対

象

に
し

た

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス

の
会
「
も
ぐ

ら

ソ

フ
ト

テ

ニ
ス

ク

ラ

ブ
」
を

五
年

前

に

結
成
し

た

。

「
ク

ラ
ブ

が
千
葉

県
下

に
知

ら

れ

る

ま
で

五
年

は

か
か

る
だ

ろ
う

か
ら

、
も

ぐ
ら

の
よ

う

に
地
下

に

も
ぐ

っ
て

、

ゆ

愛 情 を 持 っ て 子 ど も と 接 す る

も ぐ ら ソ フ ト テ ニ ス ク ラ ブ 会 長

増田 善弘亡～

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う

取扱時間　午前10 時～午後４時

S384-5050 番( 月曜日は休館)

(松戸市の市外局番は０４フ番です)

期 日 内 容 会 場 開演時間 費 用

10/26(1日) 漆原朝子ヴァイオリンリサイタル　ロ
森のホづレ21

小ホール
午後2時

全席指定3,200円

学生　　2,000円

11/22R
劇団天童公演

「ピーターパンとウェンディ」

森のホール21

大ホール
午後2時 全席指定2,000円

11/300日) 須川展也サキソフォンリサイタル　ヤ
森のホづレ21

小ホール
午後2時

全席指定3,200円

学生　　2,000円

※ツは有料託児サービスがあります。詳細は森のホール21 にお問い合わせください。

フ ィ ン ラ ン ド 建 国80 周 年 記 念 国 際 交 流 コ ン サ ー ト

ー ク オ ピ オ 市 立 管 弦 楽 団 を 迎 え て ー

フ ィンランド にも 客演を重 ねる 松戸在住の指揮 者三原明人さ んが、

現地 のオ ーケストラ を率い て森のホ ールに登場 。本場な らでは の演

奏 には深い 叙情と感 銘があり ます。 解説も加え た親し みやすい 演奏

会で す。

曲目シベリウス／交響詩「フィンランディア」　交響詩「ルオンノタール」、カレリア

序曲、カレリア組曲、ほかフィンランドの歌曲など

10月１１日出午後4時開演　会場森のホール21 大ホール　費用全席指定3,500 円（学生

2,000円）

－あなたの身近に健康の鍵がある一市 民{il!IJli:大:学

テ ーマ 日　時 会場 講　師 対象 定員 費用

講義「自分の人生を

リラックス」

10/28C火)

午前10 時～正午

11/  4W

午前10 時～正午
中
央

保
健
セ
ン
タ

｜

順天堂大学ｽ ﾎﾟｰﾂ

健康学科助教授･

島内憲夫氏

先
着

20
人

無

料

講義「家族とともに

リラクゼーション」

体験「松戸のまちの

オアシス探し」

11/11 ㈹

午前10 時～正午

順天堂大学ｽ ﾎﾟｰﾂ

健康学科助教授・

島内憲夫氏

体験｢ 健康マップづく

リ｣ 愛と夢を育む健康

なまちをめざして

11/18W

午前10 時～正午

12/ 8(月)

午前10 時～正午

体験リラクゼーショ

ン･ 心と体をほぐす体

操・ハープの体験

健康増進ｾﾝﾀ 運ー動

指導員、ハーフ研究

家･梨子本雅秋氏

圃電話で常盤平方面保健室登384-1333 番へ

21 世 紀 の 森 と 広 場 パ ー ク セ ン タ ー 催 し 物

行 事 名 日　時 講　師 定　員 費用

森のクラフト教室「マ

コモで花器を作る」

10/18C土)午後1時

30 分～3時30分

ネイチャークラフトデ

ザイナー・山中琴江氏
先着28人

80円

(材料費)

こども自然体験
10/190日許 後IE持

30 分～3時30分

自然解説員・川端祥

子氏、前園泰徳氏

先着20人(小

学1年～6年生)

無

料

園芸教室「観葉植物の

冬の手入れ」

10/22&K)午後IE侍

30 分～3 時 みどりの相談員

小林鶴太郎氏

先 着25 人

一一 一 一‥- 一一

先 着25 人
園芸教室「洋ラン冬の

手入れ」

11/ 5 魯許 後IE持

30 分～3 時

こども手づくり教室

「木の実で動物やかざ

りを作ろう」　　※

11/ 9(日)午後1時

30 分～3時30 分

環境教育インストラ

クター・仁井雄治氏

先着30人(小

学1年～中学

3年生)

※小学3年生以下の参加者は、保護者の同伴が必要です。

圃 電話でパークセンター0345-8900 番 へ

子どもたちと一緒に汗を流します

つ
く
り
実
力
を
つ
け
よ
う
」
と
命
名
。

練
習

場

の
確

保

の
た
め

、
雑

草

の
生

え

る
空

き
地

を

コ

ー
チ

や
保
護

者

た
ち

と

一

緒
に
整

備

す

る
こ
と

か
ら

始

ま

っ

た

。

雑
草

を
抜

き
、

砂
を

入

れ
、

ロ

ー

ラ

ー
で
コ

ー
ト

と
し

て

な
ら
し

た
二

年

間

。

皆
で

つ
く

っ
た
手

作

り

の

ク
ラ

ブ

に
愛

情
を
注

い
で

い
る

。

そ

の

ク
ラ

ブ
が
発

足
二

年
目

で
千

葉

県

代

表

と

し

て

全

国

大
会

に
出

場

し

、

以

来
四

年

連
続

出
場

。
今

年

は
、

島
根

県

出

雲
市

へ
五

チ

ー

ム
十
人

を
送

り
込

む
ほ

ど

に
成
長

し

た

。
部
員

は
小

学

一

年

生

か
ら

六
年
生

の
約
四

十

人
。
現
在

、

夢

を

も

っ

た

小

学

生

を

募

集

し

て

い

る

。増

田

さ

ん
は

「
強

い
選
手

を
育

て

る

よ
り

、
礼

儀
正

し

い
ス

ポ
ー
ツ
少

年

を

育
成

す

る

の
が
大

切
で

、
結

果

と
し

て

全

国

大

会

へ

の

出

場

選

手

に

な

る

だ

け
」

と
語

る
。

甘

や
か
す

こ
と

が
子

ど
も

に

対
す

る

愛

情
だ

と
勘

違

い
を

す
る

親

が
増
え

て

い
る
昨

今

、
厳
し

い
指

導
姿

勢

を
も

っ

て
子

ど
も

と
接

す

る
増

田

さ
ん

。

「
褒

め

る
と

き

や
叱

る
と

き

、
愛

情

を
も
っ
て
子
ど
も
と
接
す
れ
ば
、
必
ず

そ
の
思
い
は
通
じ
る
も
の
。
小
手
先
の

ご
ま
か
し
で
向
か
い
合
っ
て
は
、
子
ど

も
が
つ
い
て
来
な
い
。
何
事
に
も
真
剣

に
向
か
い
合
わ
な
け
れ
ば
、
思
い
も
通

じ
な
い
し
、
成
就
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
」
と
熱
く
語
る
。

大
き
な
声
を
上
げ
元
気
に
練
習
す
る

子

ど

も
た
ち

が
い
る
コ

ー
ト

か
ら

、
ひ

と
き

わ
大

き
な
声

で

指
導
し

て

い
る

の

が
増
田

さ

ん
だ

。

ク
ラ

ブ
を
卒

業
し

た
子

ど
も

た
ち

が

中
学

校
で

も
元
気

で
活

躍
し

て

い
る
話

を
聞

く
た

び
に

、
優
し

い
顔

が
よ
り

一

層

優
し

く

な
っ
た

。

（
松

戸

在

住

）

人
ひと

森のホール21チケットセンターチケ ッ トガ イ ド

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

テレホン案内サービス
………登366-0010番

平日・午後5時～翌日午前9時
休日と土曜･午前9時～翌日午
前9時

夜間急病診療所…登368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時

休日土曜日夜間歯科診療所
………登365-3430番

衛生会館内･午後8時～11時

お気軽にご相談ください　10月の相談あんない

巡
回
年
金
相
談

消費生活相

談

育児相談

相談名
交通事故

市政・一般

法律相談

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

住宅リフォー

ム労働相談

期　　日 時　　間
会場

市

民

相

談

室

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー

国
民
年
金

課
適
用
係

消費生活センター

北松戸保育所

住宅課

商工観光

課労政係

相談名 期　　日 時　　間
会場

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

女性センター

女性センター

教育研 究所

少年センター

人権相

談

心
配
ご
と
相
談

ゆうまつど
こころの相
談

女性就

業相談
女性パート

労働相談
就学相

談
教育相談

青少年相談

多
く
の
人
に
知
識
を
広
め
て
い
た
だ

く
た
め

、
サ

ー
ク
ル

や
Ｐ
Ｔ
Ａ

、
家
庭
教
育
学
級
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
三
十

歳
～

五
十

歳
代
の
人

（
原
則
と
し
て
全
回
通
し
て
参
加
で
き
る
人
）
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